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1990(平成2)年10月設立／1991(平成3)年2月

491,400千円／92,000千円

団体会員75団体（年会費１口10,000円）、個人会員86人（年会費１口3,000円）

評議員23人、理事22人（うち常勤1人）、監事2人／職員19人（県派遣2人、民間出向1人、
ﾌﾟﾛﾊﾟｰ1人、臨時1人、非常勤嘱託12人、CIR1人,JICA国際協力推進員1人)

事務所
茨城県所有　72.90㎡　平成７年３月設置

国際交流サロン
茨城県所有　72.90㎡　平成７年３月設置

研修室
茨城県所有　48.60㎡　平成７年３月設置

ボランティアルーム
茨城県所有　48.60㎡　平成９年４月設置

外国人相談室
茨城県所有  　7.2㎡　 平成８年４月設置

国際交流ネットワーク会議（年1回、国際交流協力団体、市町村等）

「ふれあい茨城」（日本語）年３回

「外国人のための生活ガイドブック」（英・ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ﾀｲ・中・タガログ・スペイン・韓
国・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ・ﾍﾞﾄﾅﾑ）　「メディカルハンドブック」（英・ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ﾀｲ・中・タガログ・ｽ
ﾍﾟｲﾝ・韓国・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ・ﾍﾞﾄﾅﾑ）「災害時マニュアル」（英・ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ﾀｲ・中・タガロ
グ・ｽﾍﾟｲﾝ・韓国・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ・ﾍﾞﾄﾅﾑ・日本語ﾙﾋﾞ付き）

○コミュニケーション支援 インターネット、携帯メ－ル、フェイスブックなどにより、９言語（英語、中国語、ポ
ルトガル語、タイ語、タガログ語、スペイン語、韓国語・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ語・ﾍﾞﾄﾅﾑ語）によ
る震災・防災、観光、当協会の催事などについて情報を提供する。また、多言語
による生活ガイドブック、災害時マニュアル、メディカルハンドブックを配布する。
予算額：919千円

○日本語学習の支援
日本語教育アドバイザーを講師とする日本語教授法講座を実施し、ボランティア
日本語講座を支援する。
予算額：400千円

○外国人相談センターの運
営

英語、ポルトガル語、中国語、タイ語、タガログ語、スペイン語、韓国語、インドネ
シア語、ベトナム語の相談員を配置し、法律、労働、教育等生活全般について相
談を実施する。月２回無料弁護士相談を行うとともに、年１回休日出張相談を実
施する。
予算額：8,255千円

○多文化共生のためのサ
ポーターバンクの運営

多文化共生の地域づくりを推進するため、多文化共生サポーターバンクを運営
する。サポーターバンクには、外国人支援のための「医療通訳サポーター」、「災
害時語学サポーター」、「外国人のための地域生活アドバイザー」や、相互理解
を進めるための「各国事情紹介講師」、「ホームステイホストファミリー」、茨城の
情報発信を行う「いばらきインターナショナルアンバサダー」等の人材登録を推進
し、活用を図る。

定期刊行物

主な出版物

平成28年度
主要事業

１共に目指す多文化共生社会づくり

（１）外国人が安心して生活できる環境の整備

基本財産／年間予算額

会員制度

役員数／職員数

国際交流施
設の概要

民間国際交流団体とのネットワーク

名称

英文名

代表者

所在地・連絡先

設立年月／地域国際化協会認定年月
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○災害時・緊急時の在住外
国人支援体制の充実・強化

・多言語での外国人医療サポートの実施
外国人が医療現場でコミュニケーションを容易にできるよう，医療通訳サポー
ターを派遣する。

・防災訓練への外国人の参加促進
茨城県総合防災訓練に参加し、外国人と災害時語学サポーターが共に避難、消
火、応急手当等の訓練を受ける。また、訓練の中で災害時語学サポーターが災
害時に情報の通訳翻訳等の支援ができるよう研修する。
予算額：150千円

○在住外国人や留学生の地
域活動への参画拡大

地域の外国人住民が自ら活動できるよう、地域活動等への参加を促進するとと
もに、グローバルな人材のネットワーク化を進め、地域の情報発信等の活動を支
援する。

○機関紙「ふれあい茨城」の
発行

年3回（７月、１１月、３月）発行。様々な情報や協会・民間団体の活動内容を紹介
する。
予算額：1,000千円

○ホームページによる情報
提供・交流

協会のホームページで、各種情報を発信するとともに、情報交流の場を設ける。
また、多文化共生サポーターバンクにおいて国際交流や語学等のボランティア
情報を公開している。予算額：279千円

○国際交流・協力ネットワー
ク会議

市町村、市町村国際交流推進組織及び民間国際交流協力団体との連絡会議を
開催し、研修及び情報交換を図る。
予算額：120千円

○多文化共生サポーター研
修会

多文化共生サポーターのうち、「語学サポーター」への研修を行い、サポーター
のスキルアップと新規サポーターン発掘、県民と来県外国人との交流を促進す
る。

○連携による国際協力事業
の実施

書き損じハガキなどを収集し国際協力を行っている団体を支援するとともに、海
外での大規模災害などの際に「ＮＧＯ茨城の会」と共同で街頭募金等義援金募
集を行う。

○企業の海外展開等への支
援

企業等が実施するイベントや講座への講師派遣、留学生と企業のマッチング支
援等を行う。

○留学生等による茨城の魅
力発信

多文化共生サポーターバンクに新たに茨城の情報発信を行うサポーターを創
設・登録し、留学生等グローバルな人材により国内外への茨城の魅力を発信す
る。

○茨城県国際理解教育推進
協議会の設置

国際理解教育を推進するため、当協会、県、県教育委員会、大学留学生協議会
等と連携し協議会を設置する。

○茨城県留学生親善大使の
登録・派遣

県内在住の留学生を茨城県留学生親善大使に任命し、国際理解教育や交流事
業に派遣し、県民の国際交流、国際理解を推進する。
予算額：400千円

○国際理解教育研修会
国際理解教育のコーディネーターや教員を対象に国際理解教育を実施するファ
シリテーター育成のために研修を実施する。

○ワールドキャラバン国際理
解教育講師等派遣事業 国際理解教育のために、留学生親善大使等外国人講師やファシリテーターを学

校や生涯学習の場に派遣する。
予算額：600千円

（２）外国人による地域活動の推進

２グロ－バル交流の推進

（１）国際活動情報の提供

（２）国際交流・協力の推進

（３）産業のグローバル化への支援

３グローバル社会へ向けた人づくり

（１）国際理解を推進するための事業実施体制の整備

(２)相互理解・国際理解の推進
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○外国人による日本語ス
ピーチコンテスト

在県外国人に日本語による意見発表の機会を提供し、県民の国際理解を図る。
予算額：770千円

○世界文化セミナーの開催
世界の社会問題や文化について英語で話し合う講座を実施する。
予算額：420千円

○海外研修の実施
県の上海事務所を拠点とし、企業訪問等中国式ビジネス研修や本県留学経験
者との交流など、青年の海外研修を実施する。
予算額：178千円

○国際理解青年のメッセージ
高校生による国際理解に関する日本語弁論大会や留学生による日本や世界に
対するシンポジウムを行い、参加者等の国際理解を深める。

○茨城ふるさとファミリー事
業

留学生や在住外国人が当協会登録のホストファミリーにホームステイすること
で、茨城に新しい家族を作る場を提供する。

○クエスト茨城留学生研修
親善大使等県内で学ぶ留学生が、茨城県に立地する企業、施設等を訪問し、本
県についての理解を深める。

ワールドキャラバン事業 外国人相談センタ－ 9言語の相談

クエスト茨城留学生研修 協会建物外観
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